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Lagrangeの未定乗数法（その2)
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戸瀬信之 Lagrangeの未定乗数法（その2) 1／16

制約条件付き極値問題

U

UをR2の開集合とする. 2関数

f,9:U→R

が与えられているとき 1@x! ､l}=-。

、－－－－一一ノ問題

’9(",zﾉ)=0の下でz=f(",")を極大化（極小化）する
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戸瀬信之 Lagrangeの未定乗数法（その2) 2／16
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定理

9(q,b)b) =0,9y(q,b)≠0を満たす(c',b)EUにおいて制約条件付き
笥題が極大値（極小値）をとるとします． このとき次の(L)を満たす
Rが存在します．
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接線条件

接線条件は

▽(f)(Q,b)=－入．▽(9)(Q,b)

と表せます。▽(f)(q,6)はfの等高線

ノ(鉛,〃)-f(q,b)=0
▽（ 丁）

の(q,b)における法線ベクトルです． /(.】

2曲線9(",")=0とノ(錘,〃)－ノ(Q,6)=0は接線を共有しますから，
接していることが分かります．
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制約条件付き極値問題一ミクロ経済学の例

■ 湖当c－ c八・<;e/幸彦一、 .

一

例Ip,9>0とする．予算制約
。＞､‘ ‘ タ､､§､弓え看払

9(",")=I-p"-"=0 (",z/>0) f6 1引閉歯

の下で効用関数

u(",l/)=､/珂

を最大化する． この問題は第1財，第2財の価格がp,9のときに，予算I
をすべて支出して第1財を鉈,第2財を〃購入して効用を最大化するとい
う問題である。
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制約条件付き極値問題一ミクロ経済学の例(2)
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制約条件付き極値問題一ミクロ経済学の例(3)
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所得の限界効用

暉偲糸"(p,9,1)=u("(p,9,1),y(p,9,1))=

を間接効用関数と呼びます． このとき
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となります． これが入(p,9,1)が所得の限界効用と呼ばれる理由です．
の等式
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